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 実践高校 

「誰一人取り残さない交流」をめざして
～生徒の好奇心がこの社会のWell-being を創る～

清水 弥生（しみず・やよい　山口・山口県桜ケ丘高等学校）

はじめに

私は，「非認知能力」における「英語科の学ぶ力」
とは，「『好奇心をもつ』⇄『相手に問いかけようとす
る』⇄『やりとりしたい意欲が呼び起こされる』とい
うループ」と結論づけました。2022年にオンライン
での交流を行い，そこで積極的に参加する生徒の姿
を見た結果です。
2023年度６月，オーストラリアの姉妹校との交流

が再開されると校内で公式に発表があり，中３～高
２の30人，先生３人が来校し，２泊３日でホームス
テイすることを知りました。
今年は実際に会うことができます。学んだ英語を

実際に「生で」使う機会がやってきました。

オーストラリア姉妹校との交流

昨年度・今年度と探究の時間を企画・実施する担
当者をやらせていただいています。姉妹校との交流
を探究の時間に行い，さらに英語科と連携させるこ
とを考え，校内の協力のもとで実施しました。

〈準備〉
１．探究の時間の内容：
第１学年の目標：具体的な体験をとおして，好奇心
を引き出し世界の課題に関心をもたせる。課題につ
いて，協働的な探究活動をすることにより多様な角
度から俯瞰して捉えることができるようにする。
そのため，５月から，DEAR（開発教育協会）の
参加型ワークショップを実施後，ルワンダ（これのみ
オンラインで義肢制作について），アメリカ・中国・
スペイン・韓国の方々に，各国の良いところ，改善
すべきところをお話しいただいた。最後に学校全体
の講演会でインドの日本語学校校長のお話をそれぞ
れ日本語でしていただいた。その際の生徒の振り返

りには各国の特徴の記述や「行ってみたい」という言
葉があった。
２．姉妹校と交流のための英語科の準備：
探究の時間の交流に，「誰一人取り残さない自己紹
介大会」とタイトルをつけた。文字どおり，どんな認
知特性をもつ生徒も一人残らず，平易な英語でコミュ
ニケーションが取れる実感をもってもらうことをね
らっている。内容は「英語コミュニケーションⅠ」ま
たは「論理・表現Ⅰ」で学んでいる単元のものを使用
する。
① スライド２枚（30秒で言う）を作る
・１枚目：  名前など教科書の最初の方にある自己紹

介のパターンを使用。
・２枚目：  教科書の各単元の自己表現のパターンを

使用する。
② “Permission to Dance” （BTS）
歌は，７人のパートに分け，自分のパートだけを

歌う。ダンスの一部（手話）だけ練習，全員で手話を
する。各パートがわかるYouTube動画 *を使用す
る。一体感を楽しむのが目的。
③ 姉妹校の生徒の準備を出発前に依頼
・学校紹介のスライド：  代 表者によるオーストラリ

アについてのクイズ
・個人：  学校生活などを紹介するカードなど各自１

枚を作成してくる（日英どちらでも可）。

〈交流当日〉
① 豪側あいさつの後，豪代表者によるクイズ。
② iPadを使って，自己紹介。
③ 歌と手話の部分のダンス。
　  ７クラスを解体し，６グループに分け，できるだ
け同じクラス同士にならないように組み合わせて
列を作る。２列になり，片方だけが移動して，パー
トナーを変えていく。それぞれの列に１～２人の
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姉妹校生徒が入るようにする。
私はMCの役で “Start, stop, switch, stop, fi nd 

your new partner.”を繰り返します。一人の時間
は30秒をキープしました。また，前準備として，エ
クセルで表を作り，あらかじめ各クラスに配布，並
び方を予習してから，当日に臨みました。

〈生徒の感想（今後に向けて）〉
・緊張してしまい，コミュニケーションがとれなかっ
たので来年はとれるようにしたいと思う。
・意外と聞き取れた。自信につながった。
・いろいろな人と交流してみたい。
・寿司を紹介したのですが，ベジタリアンの方がい
て，自分が理解のない酷い人間のように相手に映っ
たのではないか？
・キャセドラル学園の生徒さんと，日本との違いが
沢山あった。また，会ってみたいです。
・日本語が苦手と言っている人もいることに驚いた。
だから，日本語ができるから留学する方法，日本
語が苦手だけど学びたいから留学する方法などさ
まざまな方法があると思いました。

振り返り

生徒のみならず，姉妹校の引率教員からも好評の
活動になりました。
日本人同士となって，不満を漏らす生徒もいたが，

それでも，「いろんな考えをもっていることがわかっ
た」という気づきがありました。
また，教科書の内容を使い，単元の評価につなが
るようにしました。私のクラスでは，iPadのKey-

noteでプレゼンテーションを作り，AirDropで私
のMacBook Airに提出してもらうことにしていま
す。
この活動の結果，「『好奇心をもつ』⇄『相手に問い
かけようとする』⇄『やりとりしたい意欲が呼び起こ
される』というループ」が存在すると感じました。さ
らに，生徒はまずやるべきことを理解し，自分には
何ができるかを認識し，理解したことを使い，どの
ように相手と関わるか，を学ぶ体験をしたと考えま
す。代表者だけが英語で話をするのではなく，英語
のテストの点がいい悪い，なども関係なく，全員が
自分のスライドを相手に見せながら，話し続けたの
です。

この先どうするのか

今回，好奇心をもち，相手と関わり，それが楽し
い，相手と英語で話が通じて満足することを味わい
ました。それが，自分への自信となり，また，次も
やってみよう，という気持ちになっている生徒がい
ます。単純な英語のやりとりでも iPadに全員がス
ライドを作っていることを確認する作業，英語で発
音できているかを聞く作業，など200人を超える生
徒ができるようにするのは数時間を要しました。し
かし，準備して当日を迎えたとき，感情のコントロー
ル，他人との協調，主体性，自己肯定感などのよう
なライフスキルを使って，日本人同士，またはオー
ストラリアからの生徒と，英語で自己紹介をし続け
ることができたと考えています。

〈参考文献〉
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*   “Permission to Dance” （BTS）の
動画：

生徒のスライドより（原文のまま）

Hello,I’m Aki Taro. 
Call me Taro. These 
are my favorite things. 
I like soccer because 
it's so much fun to 
play with friends.

This is me.
Yamaguchi has the 
most types of ice 
cream shops in Japan. 
There are many 
different flavors. 
   

My Hometown

交流風景
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